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第105回　JSETを振り返って	
•  発表の経緯 
　GSISのコンピテンシー11,12を達成し、学んだことを実践する
ためにTDMコンサルティング株式会社を設立。 

•  発表の内容：PMP®講座をSCCを実装したeラーニング 
　講座概要、講座イメージ、実施結果（学習日数・模擬試験
結果）、今後の課題 

•  コンテンツグローバル配信の問題点　　 
グローバル化への改善、問題点（形成的評価。ビジネス） 

•  発表の振り返り 
　　発表の準備や座長経験について　    

   



GSIS　コンピテンシー	
TDM　コンサルティング　株式会社の設立 

• 11. 実践から得られた成果を学会や業界団体等を通じて普
及し、社会に貢献できる。	

• 12. 教授システム学専攻の同窓生として、専門性を生かして
専攻の発展・向上に寄与できる 

　　（資料） http://www.tdmc.co.jp/	



TDMコンサルティング	
■企業理念 
　私たちは人々の成長を支援することで、社
会に貢献します！ 

■ビジョン 
　効果的、効率的、魅力的な学習環境を提供
する。 

   http://www.tdmc.co.jp/ 



講座概要	



講座イメージ	



実施結果１　学習日数	



実施結果２　模擬試験結果	



今後の課題	

•  学習効果が出ている（模擬試験・学習日数）
とデータがでているが、これはもともと学習
意欲の高い学習者がSCCをやっているか
らでないか？ 
　　　　　　　　　　　　　↓ 

　やる気のある学習者を見極めるにはどうし
たらよいのか？	



グローバル化への改善	

•  すべてのコンテンツを英語化した。 

•  内容は、日本語版の海の家から会計シス
テム導入案件に変更した。 
　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　現在、形勢的評価（少人数評価　20名）段
階である。 



グローバル化の問題点	

•  少人数評価において 
　　質問が多いことで講師の負担が高まるの
ではないかと懸念。 

＜参考＞ 
　日本：少人数評価対象者　10人 
　　　　　質問者　７名 
　　　　　（うち、講座内容について２名） 
　米国：少人数評価対象者　20人 
　　　　　質問者15名 
　　　　　（うち、講座内容について13名） 



グローバル化のビジネス上の問題	

【大きな課題になったもの】 
　人材があればほとんどの問題は解決するのでは　 
　　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　　　　　・　LMSをどれにするか？ 
　　　　　・　文化の問題 
　　　　　　　　海の家以外のテーマは何にするか？ 
　　　　　・　決済の問題 
　　　　　　　多くの日本のクレジットカード決済会社は 
　　　　　　海外決済に対応していない 
　　　　　・　法律の問題	



発表の振り返り	

以下、今回のJSETを振り返りです 

・　発表原稿の作成段階で自身の論文を読み直し、
改善案等を考える良い機会になった。 

・　今回は座長をさせてもらったが、他の方の発表を
質問を考えながら聞くことができた。　 

・　外部の先生方に自身の研究を聞いていただき、
ご指導などいただける貴重な機会であった。 


